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廃棄物処理法の委託基準には

『産業廃棄物の排出事業者は、適正処理のために必要な廃棄物情報を処理業者に

提供しなければならない』とあるが・・・

有害特性等の廃棄物情報が排出事業者から処理業者に十分に伝えられないことに起因

する自然発火・化学反応等による事故・有害物質の混入等が後を絶たない！

WDSにいたる経緯
平成18年3月 環境省より、廃棄物情報の伝達に関するガイドライン第1版を発刊

平成25年3月 チェック項目の強化に加え、より記入しやすく改良した廃棄物情報の

提供に関するガイドライン第2版を発刊
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１-１ ＷＤＳの生い立ち



《利根川水系ホルムアルデヒド水質事故》

平成24年5月埼玉県の化学メーカーが群馬県の

産廃処理業者にヘキサンメチレンテトラミン
(以下HMTと記載)廃液の処理を委託した際、処
理が不十分であったため多量のHMTを含んだ処
理排水が河川へ流出し、浄水場へ到達した結
果、HMTが消毒用の塩素と反応し、毒性のある
ホルムアルデヒドを生成した。

これにより利根川水系のいくつかの浄水場に
お

いて取水・給水停止の措置がとられ、千葉県
内

では5市(36万戸)での断減水が生じ、約87万人

の生活に影響が生じた。

5

１－２ 事故事例① 化学反応



《福岡ガスボンベ爆発事故》

平成29年5月12日福岡県福岡市の産業廃棄物中間
処理業者の敷地内でガスボンベが爆発した事で、
金属片が飛び散り、敷地外にいた一般の男性脇腹
に軽い怪我をした。警察の調べでは少なくとも
150ｍは金属片が飛んでいたとの事で、人的被害
の他にも、近隣の商業施設や住宅に被害が出た。

事故当時処理場では従業員2名が重機による金属
系廃棄物の粉砕作業を行っており、その際混ざっ
ていた長さ約50～60ｃｍのガスボンベ1本が爆発
した。作業員に怪我は無かった。
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１－３ 事故事例② 爆発



◆意味

WDSの正式名称＝Waste Data Sheet

※Waste（廃棄物の） DataSheet（説明書）

◆目的
・排出事業者から処理業者※1への明確な情報提供及び情報の共有
・安全で且つ法令を遵守した形での処理業務遂行の実現

※1 廃棄物処理という言葉が、処分と運搬を合わせた意味合いである事から、ここでいう処理業者とは、
処分業者（中間処分・最終処分）と収集運搬業者を指す。
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１－４ WDSの目的



初期のチェックシート（平成18年～25年） 現行のチェックシート（平成25年6月～）
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特徴：法的に必要な部分のみに特化したひな形。
文章で打ち込む形式とチェックシート形式。

特徴：法的に必要な部分に加えて、特定有害物質やＰＲＴＲ法の
チェック項目が増加して、2枚1組のひな形。

１－５ WDSの変化
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１.契約時
排出事業者が処理委託を検討している処理業者に対して予めＷＤＳを提供し、処理
業者が処理可能と判断した後、契約の際内容確認した証として双方署名し、許可証
同様契約書に添付する。

２.廃棄物性状変更時
廃棄物処理委託契約の有効期間中に、排出事業者における排出工程の変更や、契約外
の廃棄物の混入等に伴い、廃棄物情報が契約締結時の内容から変わった時に、その
変更内容に沿う形でＷＤＳを再発行し、排出事業者と処理業者で確認する。

契約書 許可証
WDS
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２－１ WDS利用タイミング



4.処理業者と委託契約を行う際に、3で提供したWDSに詳細内容を入力して双方で確認後記名した上で
契約書に添付する。

3.新たに委託契約を結ぼうと思っている相手先に、依頼(見積書含む)の段階で2で作成したWDSを提供する。

2. 1で把握した種類ごとにWDSのひな形(委託期間・予定数量・荷姿等が記載されていないもの)を作成。

1. 排出事業者は、委託しなければならない廃棄物の種類を把握する。
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２－２ ＷＤＳを効率的に利用する例



青森クリーンでは、排出事業者によるWDS作成の
負荷軽減を目的として、弊社に廃棄物処理を打
診していただいた場合、弊社HPにてWDSの作成補
助ツールと操作手順書を提供している。

排出事業者の契約担当者にツールをダウンロー
ドしていただいた状態で、空欄になっている部
分を埋めていただき(一部選択項目も有り)右下
の作成ボタンを押せば、ＷＤＳが出来上がる仕
組み。

使用者の要望を伺って、より使いやすくなるよ
うに、少しずつ内容を追加・変更しながら運用
していく予定。
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２－３ 青森クリーンでの導入補助事例
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・排出事業者は、その産業廃棄物(特別管理産業廃棄物を含む。)の処理を

処理業者に委託する場合には、法に定める委託基準に従って委託しなけれ

ばならない。

・委託基準においては、委託者の有する委託した産業廃棄物の適正な処理の

ために必要な事項に関する情報を委託契約の中で処理業者に提供すること。
（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第八条四の二第六号）
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３－1 委託基準について

（廃棄物の処理及び清掃に関する法律法第十二条第6項、第十二条の二第6項）



排出事業者が処理業者に対してＷＤＳ記載の情報を提供しない場合、以下の罰則に該当します。

罰則
処理業者が当該産業廃棄物の処理を行う上で明らかに必要な情報を排出事業者が
当該処理業者に提供しなかった場合は、委託基準違反として刑事処分の対象に
なり得る。

→委託基準違反：3年以下の懲役若しくは300万円以下の罰金
（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 第二十六条第一項）

◎許可業者の場合
→収集運搬及び産業廃棄物処理の許可取り消し

（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 第十四条の三の二）

◎これから新たに許可を申請・更新する業者の場合
→不許可

(廃棄物の処理及び清掃に関する法律 第十四条の5の一、二）

15

３－2 罰則
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３－３ 法的根拠

処理を行う上で明らかに必要な情報とは

≪委託者の有する委託した産業廃棄物の処理のために必要な情報≫

六 委託者の有する委託した産業廃棄物の適正な処理のために必要な次に掲げる事項に関する情報

イ 当該産業廃棄物の性状及び荷姿に関する事項

ロ 通常の保管状況の下での腐敗、揮発等当該産業廃棄物の性状の変化に関する事項

ハ 他の廃棄物との混合等により生ずる支障に関する事項

ニ 当該産業廃棄物が次に掲げる産業廃棄物であって、日本工業規格Ｃ〇九五〇号に規定する含有マークが付されたもので

ある場合には、当該含有マークの表示に関する事項

（１） 廃パーソナルコンピュータ

（２） 廃ユニット形エアコンディショナー

（３） 廃テレビジョン受信機

（４） 廃電子レンジ

（５） 廃衣類乾燥機

（６） 廃電気冷蔵庫

（７） 廃電気洗濯機

ホ 委託する産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物又は水銀含有ばいじん等が含まれる場合は、その旨

ヘ その他当該産業廃棄物を取り扱う際に注意すべき事項

（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第八条四の二）
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➢ＷＤＳは全ての契約書に添付する必要が有るのか？

全国産業資源循環連合会推奨の産業廃棄物処理委託基本契約書フォーマット

事前提示が条文に
記載されている。

上記ように一般的に使われている全国産業資源循環連合会が推奨する基本契約のフォーマットでは、ＷＤＳの
事前提供が条文で明記されている。ＷＤＳの未作成は委託基準違反になるばかりか契約違反にもなる為、
作成・添付は必須だと言える。
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４－１ 考察その1(基本契約書）



必要な情報の記載欄が１品目
分しかない。
また、第5項では不足している為
ＷＤＳを追加する必要が有る。

建設廃棄物処理委託契約書フォーマット

建設廃棄物処理委託契約書には、基本契約と違い条文にＷＤＳ作成が明記されていない。
委託契約書第2条(委託業務の内容)第5項の一覧表の右下に必要な情報（性状及び荷姿等）という記載
スペースが有るが、1種類分の記載欄しかなく、2種類になった場合や途中で追加になった場合は対応できない。
その為、産業廃棄物処理委託基本契約書と同じくこちらも作成・添付は必要であると言える。

第2条第5項
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４－２ 考察その1(建設廃棄物処理委託契約書)



青森県としては、法定記載事項が網羅されていれば、排出事業者と処理業
者が協議した上でお互いが確認しやすいように中身を作り替えることにつ
いては介入しない。

しかし、特別管理産業廃棄物や燃え殻・ばいじん・汚泥・鉱さいのように
成分分析を必須とするものや、石綿・水銀のような有害性の認められる廃
棄物も有るので、私製のフォーマットではなく予め法定記載事項や取扱の
注意事項も網羅されている環境省のフォーマットを利用して欲しいとの事。

→したがって、本資料にて紹介した環境省のフォーマットを利用するのが

望ましい。
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４－３ 考察その2(WDSフォーマットはどれを使えばいいのか？)



規則第八条の四の二（委託契約に含まれるべき事項）
六 ニ 当該産業廃棄物が次に掲げる次に掲げる産業廃棄物であって、日本工業規格Ｃ0950号に規定する

含有マークが付されたものである場合には、当該含有マークの表示に関する事項
（1）廃パーソナルコンピュータ
（2）廃ユニット形エアコンディショナー
（3）廃テレビジョン受信機
（4）廃電子レンジ
（5）廃衣類乾燥機
（6）廃電気冷蔵庫
（7）廃電気洗濯機

◎青森県環境保全課に確認
第1版では日本工業規格C0950号含有マークに関する部分があったが、現行のWDSでは記載が無いため
現行のWDSの『その他の情報』というフリースペースに書き足して欲しい。

◎環境省に確認
ＷＤＳは契約書で不足している適正処理に必要な情報を補足する書面なので、抜けているものが
有れば、契約書に条項として追加するか、ＷＤＳのフリースペースに追記する事が望ましい。
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JISC0950号含有マーク

４－４ 考察その3(現行フォーマットの不足点)

環境省のＷＤＳフォームでは、規則第八条の四の二（委託契約に含まれるべき事項）第六号のニにあた
る部分が抜けている。
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５－１詳細内容 (管理番号 ～ 2 廃棄物名称)

①管理番号：排出事業者内での廃棄物の管理番号(使用するか否かは任意)
②作成日：排出事業者が、処理業者と十分協議し、WDSを作成した年月日を記載。
③記入者：WDSを作成される方の氏名を記載。
④排出事業者 名称：排出事業者となる会社名を記載。

所属：排出事業者のご担当者が所属する部署を記載。
所在地：排出事業者となる会社の郵便番号、住所を記載。
担当者：緊急時連絡先として排出事業者側の担当者名と連絡先を記載

(上記③の作成者の名前と連絡先を記入してもよい)。
⑤廃棄物名称：排出する廃棄物の名称を記載。品目名ではなくより具体的な名称・呼び名を記載する。

①

② ③
④

⑤
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例）ＷＤＳ 廃石膏ボードの場合

５－１記載例 (管理番号 ～ 2 廃棄物名称)

＜ 表　面 ＞ 管理番号 建A－156

廃棄物データシート（ＷＤＳ）
※1 本データシートは廃棄物の成分等を明示するものであり、排出事業者の責任において作成して下さい。
※2 記入については、「廃棄物データシートの記載方法」を参照ください。
作成日　　　　　　　年　　　月　　　日 記入者
1 排出事業者 名称 (株)●▲建設 所属 総務部

所在地 〒 030-0000 担当者 課長 ＴＥＬ
青森県●●市××町▲-▲ 工藤　次郎 ＦＡＸ

2 廃棄物の名称 石綿含有スレート板

平成31年1月24日 (株)●▲建設　　工藤　次郎

●●●-●●●-●●●●

●●●-●●●-▲▲▲▲



①廃棄物の組成・成分情報
化学物質名と混合比率を記載。混合廃棄物の場合は、混合されている廃材を割合の多い順から
記載する等、任意で双方がわかりやすい表記を行うことが望ましい。

②MSDSがある場合、CASNo※1：化学薬品等の廃液の場合に記載

③分析表添付：組成・成分情報について分析結果が有り、添付できる場合チェックする。

① ②

③

25

※1 ＭＳＤＳとは、化学物質等安全データシートの事。労働安全衛生法及び化学物質排出把握管理促進法(PRTR制度・SDS制度)で規制された
化学物質を対象とし、事業者間で提供・譲渡する際に付与が義務づけられており、その化学物質ごとに特定する為のＣＡＳナンバーが
採番されている(労働安全衛生法指定物質については別紙資料。化学物質排出把握管理促進法についてはP33で説明）。

５－２詳細内容 (3 廃棄物の組成 ～ 分析表添付）
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例1）ＷＤＳ 廃石膏ボードの場合 例3）ＷＤＳ 管理型混合廃棄物の場合

５－２記載例 (3 廃棄物の組成 ～ 分析表添付）

例2）ＷＤＳ がれき類の場合 例4）ＷＤＳ 強アルカリ



①廃棄物の種類
□産業廃棄物
特別管理産業廃棄物に該当しない場合はこちらをチェックし、右側の品目についても、該当
する品目にチェックを入れる。ガラス・陶磁器くずやがれき類等は□その他にチェックして
カッコ内に品目を記載する。

□特別管理産業廃棄物
委託する廃棄物が特別管理産業廃棄物に該当する場合はこちらをチェックし、特別管理産業
廃棄物の中でどれになるのか右側の欄でチェックする。

①
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５－３詳細内容 (4 廃棄物の種類）



５－３記載例 (廃棄物の種類）

例1）ＷＤＳ 廃石膏ボード

例2）ＷＤＳ 廃蛍光ランプ類（水銀使用製品産業廃棄物）

例3）ＷＤＳ 石綿含有スレート

例4）ＷＤＳ 廃石綿等
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①

①特定有害廃棄物
□重金属及びダイオキシンの分析結果を提出する必要が有る廃棄物である場合、カッコ内に
○×△を記載(分析が必要無い場合及び分析結果で溶出が無かった場合は×、分析して溶出
している若しくは『水銀使用製品～』のように、分析しなくとも含まれている事が推定で
きるものは○)

□分析表添付
記載内容の裏付けとして、分析表を添付する場合はこちらにチェックする。

29

５－４詳細内容 (5 特定有害廃棄物）

5 特定有害廃棄物 ｱﾙｷﾙ水銀 ( ) ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ( ) 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ( )
水銀又はその化合物 ( ) ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ( ) チウラム ( )

　（　）には カドミウム又はその化合物 ( ) ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ ( ) シマジン ( )
 混入有りは○、 鉛又はその化合物 ( ) 四塩化炭素 ( ) ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ ( )
 無しは×、混入の 有機燐化合物 ( ) 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ( ) ベンゼン ( )
 可能性があれば△ 六価ｸﾛﾑ化合物 ( ) 1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ( ) セレン ( )
□　分析表添付 砒素又はその化合物 ( ) ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ( ) ダイオキシン類 ( )

（廃棄物処理法） ｼｱﾝ化合物 ( ) 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ( ) 1,4-ジオキサン ( )
□　該当無し ＰＣＢ ( ) 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ( )
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例1）ＷＤＳ 燃え殻の場合

５－４記載例 (廃棄物の種類）

例）ＷＤＳ ガラスくずの場合

5 特定有害廃棄物 ｱﾙｷﾙ水銀 ( × ) ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ( × ) 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ( × )
水銀又はその化合物 ( × ) ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ( × ) チウラム ( × )

　（　）には カドミウム又はその化合物 ( ○ ) ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ ( × ) シマジン ( × )
 混入有りは○、 鉛又はその化合物 ( × ) 四塩化炭素 ( × ) ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ ( × )
 無しは×、混入の 有機燐化合物 ( × ) 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ( × ) ベンゼン ( × )
 可能性があれば△ 六価ｸﾛﾑ化合物 ( × ) 1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ( × ) セレン ( × )
☑　分析表添付 砒素又はその化合物 ( × ) ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ( × ) ダイオキシン類 ( ○ )

（廃棄物処理法） ｼｱﾝ化合物 ( × ) 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ( × ) 1,4-ジオキサン ( × )
□　該当無し ＰＣＢ ( × ) 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ( × )

5 特定有害廃棄物 ｱﾙｷﾙ水銀 ( ) ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ( ) 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ( )
水銀又はその化合物 ( ) ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ( ) チウラム ( )

　（　）には カドミウム又はその化合物 ( ) ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ ( ) シマジン ( )
 混入有りは○、 鉛又はその化合物 ( ) 四塩化炭素 ( ) ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ ( )
 無しは×、混入の 有機燐化合物 ( ) 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ( ) ベンゼン ( )
 可能性があれば△ 六価ｸﾛﾑ化合物 ( ) 1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ( ) セレン ( )
□　分析表添付 砒素又はその化合物 ( ) ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ( ) ダイオキシン類 ( )

（廃棄物処理法） ｼｱﾝ化合物 ( ) 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ( ) 1,4-ジオキサン ( )
☑　該当無し ＰＣＢ ( ) 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ( )

該当無しの欄を作ると、
関係のないものについて
はチェックのみで対応で
き、○×▲を入れる手間
を省略できる。



①

①PRTR対象物質

届出事業所(該当・非該当)
→排出する事業所がＰＲＴＲ法※1に定められた業種・人数※2に該当しているかどうか。

委託する廃棄物の該当・非該当(該当・非該当)
→委託する廃棄物がＰＲＴＲ法で規定している第1種指定化学物質※2を含んでいるかどうか。

※1 ＰＲＴＲ法の詳細は、33ページで紹介。
※2 ＰＲＴＲ対象業種とＰＲＴＲ第一種指定化学物質については、別紙2資料にて詳しく紹介。
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５－５詳細内容 (6 PRTR対象物質）
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例1）ＷＤＳ 石綿含有スレートの場合
前提条件 排出事業者が建設業等のＰＲＴＲ法に関係の無い業種

例2）ＷＤＳ 燃え殻・ばいじん・汚泥・鉱さい等の場合
前提条件 排出事業者がＰＲＴＲ法の対象業種であり、且つ排出事業所の常用雇用者が21名以上

５－５記載例 (PRTR対象物質）

燃え殻・ばいじん・汚泥・鉱さいは場合によって指定物質の種類が多くて書ききれない事も有る為、上のような書き方をする事で省略が
できる。また、水銀関連（水銀使用製品産業廃棄物・水銀使用ばいじん等・廃水銀等）については、石綿関連の廃棄物（石綿含有産業
廃棄物・廃石綿等）と同様に、含まれる有害物質が1種類である為『→水銀及びその化合物』と記載する。



PRTR制度とは
PRTR（Pollutant Release and Transfer Register）制度とは、汚染物質の排出および移動登録に関する制度であ

り、有害性が疑われる汚染化学物質が、どこから、どの程度、環境中へ排出されているか、あるいは廃棄物等
の一部として移動しているかを把握し、集計・公表する仕組みのことをいいます。
「特定化学物質の環境への排出量の把握等および管理の改善の促進に関する法律」（略称：PRTR法、または
化管法）として平成11（1999）年に制定され、平成12年3月から施行されています。同法は、特定の化学物質
の排出量の把握・届出に関する措置、PRTR制度や、その性状や取り扱いに関する情報の提供に関する措置、
SDS(Safety Data Sheet)制度を講じることにより、事業者による化学物質の自主的な管理の改善を促進し、環境

の保全上の支障を未然に防止することを目的としています。

SDS制度とは

事業者による化学物質の適切な管理の改善を促進するため、化管法で指定された「化学物質又はそれを含有す
る製品」（以下、「化学品」）を他の事業者に譲渡又は提供する際に、化管法SDS(安全データシート)により、

その化学品の特性及び取扱いに関する情報を事前に提供することを義務づけるとともに、ラベルによる表示に
努めていただく制度です。取引先の事業者から化管法SDSの提供を受けることにより、事業者は自らが使用す

る化学品について必要な情報を入手し、化学品の適切な管理に役立てることをねらいとしています。

日本産業廃棄物処理振興センターHPより

経済産業省HPより
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５－５記載例 (PRTR対象物質）
補足：PRTR制度及びSDS制度について



①

①水道水源における消毒副生成物前駆物質
浄水場で消毒等の処理をしたときに化学反応を起こして有害物質を生成する化学物質が
含まれていないか。こちらは廃液系(廃油.廃酸.廃アルカリ)を処理委託する場合に
確認してチェックが必要(それ以外の品目の場合はチェック不要)。

34

５－６詳細内容 (7 水道水源における・・・）
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例）ＷＤＳ ヘキサメチレンテトラミン（ＨＭＴ）を含む廃油の場合

５－６記載例 (7 水道水源における・・・）

水道水源における 生成物質：ホルムアルデヒド（塩素処理により生成）

消毒副生成物 ☑ヘキサメチレンテトラミン（HMT）　□1,1-ジメチルヒドラジン（DMH）

前駆物質 □N,N-ジメチルアニリン（DMAN） □トリメチルアミン（TMA） □テトラメチルエチレンジアミン（TMED）

□N,N-ジメチルエチルアミン（DMEA）□ジメチルアミノエタノール（DMAE）

生成物質：クロロホルム（塩素処理により生成）

□アセトンジカルボン酸　　　　　　　　□1,3-ジハイドロキシルベンゼン(レゾルシノール)

□1,3,5-トリヒドロキシベンゼン □アセチルアセトン □2'-アミノアセトフェノン

□3'-アミノアセトフェノン

生成物質：臭素酸（オゾン処理により生成）、ジブロモクロロメタン、ブロモジクロロメタン、ブロモホルム(塩素処理により生成)

□臭化物(臭化カリウム等）

7



①

①その他含有物質
第5.6.7項で上げた有害物質以外で、処理業者が処理において成分情報が必要な物質が
有れば、この第8項で追加確認する。
5項と同様に、分析結果が有ればその結果に基づき混入の有無を○×△で記載。
こちらについても、分析不要若しくは分析した結果入っていなければ×、含有が認め
られる若しくは製造工程や原料で含有がわかるものには○。

□分析表添付(組性)：分析表が有り、添付できる場合にはチェックを入れる。

36

５－７詳細内容 (8 その他含有物質）

8 その他含有物質 硫黄 ( ) 塩素 ( ) 臭素 ( )

　（　）には ヨウ素 ( ) フッ素 ( ) 炭酸 ( )

硝酸 ( ) 亜鉛 ( ) ニッケル ( )

銅 ( ) アルミ ( ) アンモニア ( )

ホウ素 ( ) その他 ( )
 □　該当無し

 混入有りは○、無しは×、

 混入の可能性があれば△

 □　分析表添付（組成）
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例1）ＷＤＳ 第8項に関連しない廃棄物の場合 その①

５－７記載例 (8 その他含有物質）

例2）ＷＤＳ 第8項に関連しない廃棄物の場合 その②

本項でも第5項と同様に該当無しの欄を作る事で、
チェックのみで対応ができるようになる。

8 その他含有物質 硫黄 ( × ) 塩素 ( × ) 臭素 ( × )

　（　）には ヨウ素 ( × ) フッ素 ( × ) 炭酸 ( × )

硝酸 ( × ) 亜鉛 ( × ) ニッケル ( × )

銅 ( × ) アルミ ( × ) アンモニア ( × )

ホウ素 ( × ) その他 ( )
 □　該当無し

 混入有りは○、無しは×、

 混入の可能性があれば△

 □　分析表添付（組成）



①

①有害特性
委託する廃棄物の有害特性を、有・無・不明から選択する。具体的な有害特性が右側に
ある場合は、該当する所をチェック。該当する廃棄物の有害特性が右側に無い場合は
その他にチェックを入れて、カッコ内に具体的な有害特性を記入する。
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５－８詳細内容 (9 有害特性）
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例1）WDS 石綿含有スレートの場合

例2）WDＳ 廃石膏ボードの場合

５－８記載例 (9 有害特性）

例3）WDＳ 廃蛍光ランプ類（水銀使用製品産業廃棄物）の場合

9 有害特性 □爆発性 □引火性（ ℃） □可燃性 □自然発火性（ ℃） □禁水性

 ( 有 ・ 無 ・ 不明 ) □酸化性 □有機過酸化物 □急性毒性 □感染性 □腐食性

□毒性ガス発生 □慢性毒性 □生態毒性 □重合反応性

☑その他（ 石綿を吸引する事で、肺がんや悪性中皮腫を引き起こす原因となる。 )

9 有害特性 □爆発性 □引火性（ ℃） □可燃性 □自然発火性（ ℃） □禁水性

 ( 有 ・ 無 ・ 不明 ) □酸化性 □有機過酸化物 □急性毒性 □感染性 □腐食性

☑毒性ガス発生 □慢性毒性 □生態毒性 □重合反応性

□その他（ )

9 有害特性 □爆発性 □引火性（ ℃） □可燃性 □自然発火性（ ℃） □禁水性

 ( 有 ・ 無 ・ 不明 ) □酸化性 □有機過酸化物 □急性毒性 □感染性 □腐食性

□毒性ガス発生 □慢性毒性 □生態毒性 □重合反応性

☑その他（ 吸引した水銀が体内に蓄積することで水銀中毒を引き起こす原因となる。 )



①

②

①廃棄物の物理的性状・化学的性状
全て記入するという事ではなく、廃棄物を特定して安全に処理を行う為に双方が必要だと
思われる情報を記載する。この欄については、処理業態につき必要な情報が変わる為、
欄の項目自体を削除・追加しても良いとされている。

②品質安定性
一般的に考えて、一定期間放置した状況で性状に変化が有る場合に記入。したがって、
金属くずやがれき類の経時変化は相当日経過しても起き得ない為不要。
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５－９詳細内容 (10 廃棄物の ～ 11 品質安定性）
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例1）ＷＤＳ 石綿含有スレートの場合
前提条件（最終処分場行き）

例2）ＷＤＳ コンクリートがらの場合
前提条件（中間処理施設行き）

５－９記載例 (10 廃棄物の ～ 11 品質安定性）

10 廃棄物の物理的 形状（固形 ) 臭い（無し ) 色（白・灰 ) 比重（0.5 ) pH（ ━ )

性状・化学的性状 沸点（ ━ ) 融点（ ━ ) 発熱量（ ━ ) 粘度（ ━ ) 水分（ ━ )

11 品質安定性 経時変化（ 有 ・ 無 ） 有る場合は具体的に記入

10 廃棄物の物理的 形状（固形 ) 臭い（無し ) 色（灰色 ) 比重（1.48 ) pH（ ━ )

性状・化学的性状 沸点（ ━ ) 融点（ ━ ) 発熱量（ ━ ) 粘度（ ━ ) 水分（ ━ )

11 品質安定性 経時変化（ 有 ・ 無 ） 有る場合は具体的に記入



関連法規
危険物(消防法)
消防法で定義する以下のもの
Ⅰ.酸化性固体
Ⅱ.可燃性固体
Ⅲ.自然発火性物質及び禁水性物質
Ⅳ.引火性液体

特化則(特定化学物質障害予防規則)
適切な取り扱いをしないと健康障害を起こす化

学
物質を特別化学物質としてリスト化し、設備や
作業の方法等を規則化したもの。

①

有機溶剤
溶解・抽出・洗浄などに用いる有機化合物。
ハロゲン化物・アルコール類・エステル類・
エーテル・アセトン・ベンゼン・トルエン等。

毒劇物
厚生労働省の定める毒物及び劇物取締法で規定されて
いる毒物及び劇物一覧表に記載されている物質その
もの若しくはそれを主成分とする廃棄物。

悪臭
排出する事業場若しくは処理施設所在地が、都道府県
知事(政令市長含む)が指定する悪臭規制地域に含まれ
る場合。
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５－１０詳細内容 (12 関連法規）

①廃棄物の内容や排出状況を確認し、下記の法律が関連する場合、それを○で囲む。
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５－１０詳細内容 (12 関連法規）

12 関連法規 危険物（消防法） ・特化則（特定化学物質障害予防規則） ・有機溶剤 ・毒劇物 ・悪臭

例1）WDS ベンゼンの場合

例2）WDS 廃油(揮発性)の場合

12 関連法規 危険物（消防法） ・特化則（特定化学物質障害予防規則） ・有機溶剤 ・毒劇物 ・悪臭



②

①荷姿：排出する際の荷姿を記載。
□容器：指定荷姿が有ればチェックしてカッコ内に記載(袋、ペール缶等)
□車両：指定若しくは予め車種がわかっていればチェックしてカッコ内に記載(10ｔダンプ、

4ｔアームロール等)
□その他：その他に指定が有ればチェックしてカッコ内に記載(容器貼付ラベル指定等)

②排出頻度：排出する廃棄物が今回のみか今後も継続するかにより選択。
現場ごとの契約→スポット 年間基本契約(自動更新付)→継続予定

数量：排出する廃棄物の予定数量を記載。また、排出する期間を記載。

①
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５－１１詳細内容 (13 荷姿 ～ 14 排出頻度 数量）
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例1）ＷＤＳ 石綿含有スレートの場合
前提条件 委託期間2カ月のスポット契約

例2）ＷＤＳ 廃石綿等
前提条件 自動更新有りの基本契約

５－１１記載例 (13 荷姿 ～ 14 排出頻度 数量）



15 特別注意事項  ※取り扱う際に必要と考えられる注意事項を記載

（ 有 ・ 無 ）

①

①特別注意事項：9項で有害特性が有るとした廃棄物について、取り扱い方法をより詳しく
説明する。
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５－１２詳細内容 (15 特別注意事項）
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例1）ＷＤＳ 石綿含有スレートの場合

例2）ＷＤＳ 廃蛍光ランプ類

５－１２記載例 (15 特別注意事項）

15 特別注意事項  ※取り扱う際に必要と考えられる注意事項を記載

・内部に水銀を含有していることから、積込・運搬・荷降ろし時には、管の破損に十分注意し、

（ 有 ・ 無 ）  破損した場合には換気に注意するとともに蓋付き容器等に入れて水銀の拡散を防ぐこと。

・他の廃棄物と混合しないこと。

15 特別注意事項  ※取り扱う際に必要と考えられる注意事項を記載
積込荷降ろし処理時には、梱包されている石綿含有廃棄物が飛散する事の

（ 有 ・ 無 ） 無いように十分に配慮して取り扱う事。
破砕しないこと。



①

【参考】その他情報：1～15項以外に残しておきたい情報を記載。サンプル等提供や
発生工程については参考で載せているだけである為、必須ではない。
この他には、成分分析表以外で見積書作成時若しくは契約時に参考にした資料
や必要書類が有った場合に記載するとよい。
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５－１３詳細内容 (【参考】その他の情報）

【参考】　その他の情報

・

・ 産業廃棄物の発生工程等

・ ＪＩＳＣ0950号含有マーク　（　有　・　無　）

サンプル等提供（　均一ｻﾝﾌﾟﾙ有　・　不均一ｻﾝﾌﾟﾙ有　・　ｻﾝﾌﾟﾙの一部分有　・　ｻﾝﾌﾟﾙ無　・　写真有　）



【参考】　その他の情報

・ サンプル等提供 （　均一ｻﾝﾌﾟﾙ有　・　不均一ｻﾝﾌﾟﾙ有　・　ｻﾝﾌﾟﾙの一部分有　・　ｻﾝﾌﾟﾙ無　・　写真有　）

・ 産業廃棄物の発生工程等

・ JISC0950号含有ﾏｰｸ　(　有　・　無　)

一般木造住宅の解体工事
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← 前述のＰ21考察その3で説明

例）ＷＤＳ 解体工事に伴う産廃の場合

５－１３記載例 (【参考】その他の情報）



①

②

①排出事業者及び処理業者内容確認欄
内容確認日時：処理業者がWDS内容を確認した日時を記載。
排出事業者担当者：WDSを作成された方の氏名を記載。
処理業者担当者：処理業者の担当者名を記載。

②変更履歴：本WDSを提出後、内容に変更が生じた場合、変更した日時及び排出事業者担当者名
及び処理業者担当者名を記載。
※担当者名は変更後の内容を確認した各担当者名を記載。
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５－１４詳細内容 (排出業者及び処理業者確認欄）
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例）ＷＤＳ 全般

５－１４記載例 (排出業者及び処理業者確認欄）

①確認作業は省くことができない為、処理業者担当者の確認欄の名前は事前打ち込みではなく手書き。
②変更内容によっては、変更履歴に記載して双方確認する事で、ＷＤＳを再発行しなくて良い場合も
あり、どちらにするかについては双方事業者間の協議によって決めることができる。
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６．まとめ

ここまでＷＤＳの活用目的や記載項目の意図・記載方法等及び罰則・法律に触れてきた。ＷＤＳは契約書に謳
われていない箇所を補完する目的も兼ねており、法令の遵守及び事故防止に繋がる有効な手段といえる。

排出事業者が所定のＷＤＳフォームを活用せず、個別で法律(法定記載事項)を網羅した書類を作成するには時
間と専門知識だけではなく、担当行政への確認など相応の労力も必要となる。また、ＷＤＳを使用しないこと
によるリスクが大きい事も踏まえて、ＷＤＳを活用しながら排出事業者と処理業者が双方で委託内容に対する
理解を深めていくことが重要であり、この書類確実に使用することによりこれまで以上に当該処理を円滑に進
められると考えられる。

処理業者として
産廃処理の契約において、排出事業者がＷＤＳを作成して処理業者に情報提供する事は、罰則も担保された
法的義務である為、欠かすことのできないものである。
顧客となる排出事業者に違反行為をさせない為あるいは、自社の廃棄物処理を安全に行う為にも、処理業者は
ＷＤＳが必要な旨を排出事業者に説明し、必ずＷＤＳによる情報提供が有った上で、処理内容を検討し、実際
の処理に関わる作業だけではなく、契約内容も含めた形で保全を計っていく事が必要。

今後も排出業者/処理業者一体となり、積極的にWDSを活用していきましょう。


